
データベース共有における
データマッピングの事例的研究

（「情報処理学会研究報告」2005-CH73を補訂）

原正一郎(')、相田満2)、入口敦志(3)、江戸英雄鰹'、五島敏芳(4)、山田直子(3)
11'国文学研究資料館・複合領域研究系
12)国文学研究資料館・文学形成研究系
〔恥国文学研究資料館・文学資源研究系
141国文学研究資料館・アーカイプズ研究系

多様な人文科学情報の横断検索を目指した「資源共有化システム」の開発を行っている。資源共
有化システムの特徴は、データ構造をDublinCoreメタデータにより、検索手順をZ39.50により
標準化し、データベースシステムの差異を乗り越えようとしている点にある。そのため、各デー
タベースのレコード・フィールドとDublinCoreメタデータのエレメントとのマッピングが、資
源共有化システムの検索精度を左右する。本研究では、国文学研究資料館の国文学論文目録デー
タをDublinCoreメタデータヘマッピングする実験を通じ、DublinCoreメタデータの有効性・問
題点および解決法について議論する。

CaseSmdyontheData-MappingfbrtheResourceSharingSystem

ShoichiroHARA(1),MitsumAIDA(2),AtsushiIRIGUCm(3,HideoEDO(2),
HamyoshiGOTHO(4),NaokoYAMADA(3)

DepartmentofInterdisciplinalyStidues,NationallnstimteofJapaneseLiteramre
DepartmentofLiteraryDevelopmentSmdies,NationallnstimteofJapaneseLiteramre
DepartmentofLiteraIyResourceSmdies,NationallnstimteofJapaneseLiteramre
DepartmentofArchivesStudies,NationallnstimteofJapaneseLiteramre

TheResourcesSharingSystemhasbeendevelopedtosharevarioushumanitiesmfbnnationamong
databases・ThepeculiarityoftheResourcesSharingSystemis itspromotionofstandardizationby
introducingDublinCoremetadataandZ39.50toovercomeheterogeneitiesofrecordstructureand
retrievalprocedureamongdatabases・Thus, themappingbetweenorigmaldatabaserecordfieldsand
DublinCoremetadatarecordfieldsiscrucialtoretrievalaccuracyofResourcesSharingSystem・hthis
paper,recordsoftheCatalogDataofResearchPapersonJapaneseClassicalLiteramrewereconverted
intoDublinCorematadata, andthevalidity,problemsandtheirsolutionsonDublmCoreandits
conversionprocedurearediscussed.

KeyWords:資源共有化システム，メタデータ，ダブリンコア,Z39.50,国文学研究資料館,論文目
録データベース,MARC21,ResourcesSharingSystem,metadata,DublinCore,NationalInstimte
ofJapaneseLiterature

1．はじめに

国文学研究資料館（以下、国文研）では目録データをはじめアーカイブズ、全文、画像など多
様なデジタルデータの形成を推進している。これらは個別データベースシステムであるため、関
連資史料を調べるために幾つものデータベースを検索しなければならないなどの問題が指摘され
ていた。資源共有化システムは、このような問題の解決を目指して開発中のシステムであるⅡ'･
資源共有化システムは、DublinCoreメタデータ（以下DCメタデータ）限lとZ39.50I31を利用した、
プロトコルレベルにおける分散データベースの統合検索システムである。つまりZ39.50により
検索手順を、DCメタデータによりレコード構造の違いを吸収する。これにより利用者は、多様
なデータベースを一つのデータベースシステムとみなして検索することが可能となる。国文研の
館蔵資料目録・画像・アーカイブズ・OPACなどのデータベースは、資源共有化システムの下で
統合されつつある。まもなく国文研のデータベース利用者は、データベースの所在・メディア・
データ構造・検索法の違いを意識することなく、国文研の全データベースを統合検索することが
可能となる。もし国文学研究資料館以外の大学、研究機関、博物館、文書館などが同様の資源共
有化システムを導入すれば、各機関のデータベース利用者は、これらの機関が有する多種多様な
データベースを統合的に検索することが可能となる。そこで総合研究大学院大学に参加している
人文科学系大学共同利用機関を中心として、資源共有化システムによるデータベースの機関間連
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表l.論文目録データのレコードフイールドー覧
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携の実現を目指したコラボレーション・プロジェクトを開始したI"1．
プロジェクトの開始時点においてはシステムの接続が中心課題であり、DCメタデータの構築
手順（データベースの各レコード・フィールドをDCメタデータのどのエレメントと対応させる
か：以下ではマッピング）に関する検討は不十分であった。たとえば日付・年代・時代などの時
間情報はDate､Coverageへマッピングされるが、どの時間情報をマッピングするかなどについ
ての合意は得られておらず、機関やデータベースごとにad hocなものであった。しかしマッピ
ングは資源共有化システムの検索精度を大きく左右する要素である。そこでプロジェクトの第二
段階として、マッピングについての検討を開始した。本稿では、国文学研究資料館の国文学論文
目録データ（以下、論文目録データ） !‘1をDCメタデータヘマッピングする実験を通じて、DC
メタデータの有効性・問題点および解決法について議論する。

2．実験の概要

DCメタデータヘのマッピングに関する問題点を明らかにするために、国文学研究資料館の論
文目録データを用いた実験を行った。論文目録データは日本文学研究論文の総合目録データベー
スの元となるデータであり、日本国内で発表された雑誌紀要単行本（論文集）などに収められた
論文に関する書誌情報を登録している。なお論文目録データには論文と単行本の二種類の情報が
登録されているが、ここでは論文の情報のみを対象とした。表Iに論文目録データのレコード・
フィールド定義の一覧を示す。

マッピング実験には、国文研において目録・アーカイブズのデータ形成に従事している教職員
6名（目録系4名、アーカイブズ系1名、情報系1名）の参加を仰いだ（以下では被験者)。マ
ッピング実験の参考資料として、論文目録データのレコードフィールドー覧表（表l)、DCメタ
データのエレメントに関する資料I71､DCメタデータのQualifiersに関する資料181、およびMARC21
書誌データフオーマットに関する資料1，1を事前に配布した。与えられた参考資料に基づいて、論
文目録データの各レコード・フィールド（表lの要素名）を可能な限りDCメタデータのエレメ
ントへ対応付けることが、被験者に課せられた最低限の作業内容である。もしDCメタデータの
Qualifiersレベルを考慮できる場合は、エレメント名にQualifiersを含む形でマッピングを行って
もらった。またMARCの知識を持つ被験者には、論文目録データの各レコード・フィールドを
可能な限りMARC21のエレメントヘ対応づける作業も行って貰った。なお論文目録データのレ
コード・フィールドとDCメタデータのエレメント間の対応関係は多対多とした。

3．実験の結果

表2はマッピング実験の結果を被験者ごとにまとめたものである。表中の行方向（冊子年～作
者名よみ）は論文目録データのレコード・フィールド（表1の要素名と同じ）を、列方向は被験
者(Al～A6)を表している。セルの内容はDCメタデータのエレメント名である。つまり被験
者が論文目録データのレコード・フィールドをDCメタデータのエレメントにマッピングした結
果である。例えば「冊子年」行、 「Al」列のセルの内容は「date」となっているが、これは被験
者A1が論文目録データの「冊子年」フィールドをDCメタデータの「date」エレメントにマッ
ピングしたことを示す。マッピング関係が示されなかったセルの内容は空白となっている。論文
目録データの一つのレコード・フィールドがDCメタデータの複数のエレメントへマッピングさ
れた場合、各エレメント名はコンマ「,」で区切って記述される。例えば「分野1」行、 「A1」列
のセルの内容は「subject,type」となっているが、これは被験者A6が論文目録データの「分野1」
フィールドをDCメタデータの「subject」エレメントと「type」エレメントの両方にマッピング
したことを示す。DCメタデータのQualifierを指定したマッピングを行った場合、QualifierはDC
メタデータのエレメント名の後ろに[modified]のように記述される。Qualifierを指定したマッピ
ングは被験者の裁量に任せた。ところで被験者A3およびA6は、データベースのレコードその
ものに関する情報と、レコードのコンテンツに関する情報を区別している。データベースのレコ
ードそのものに関する情報は、DCメタデータのエレメント名の前に「*」を付けて区別した。
このマークが無いエレメント名は、レコードのコンテンツに関する情報である。例えば｢冊子年」
行、 「A3」列のセルの値は「*date[issued]」となっているが、これは「冊子年」を論文の発行さ
れたdate[issued]ではなく論文目録レコードが作成されたdate[issued]であると被験者A1が考え
たことを示している。被験者Al、A2、A4、A5は、そのような区別をしていなかった。
表2の内容を、論文目録データのレコード・フィールドとDCメタデータのエレメントのマッ
ピングにおけるバラツキをまとめたものが表3である。表中の行方向（冊子年～作者名よみ）は
論文目録データのレコード・フィールドで表2と同じである。列方向はDCメタデータのエレメ
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表3．マッピング実験の要約
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ント (Title～Right)を表す。各セルの内容は論文目録データのレコード・エレメントがDCメ
タデータのエレメントにマッピングされた回数である。もし6人の被験者全員が、論文目録デー
タのあるレコード・フィールドをDCメタデータの一つエレメントにマッピングした場合、それ
に該当するセルの内容は6となる。例えば論文目録データの「題名」フィールドは全員がDCメ
タデータの「title」エレメントにマッピングしているので、 「題名」行、 「title」列のセルの内容
が6となっている。一方「時代分類」行を見ると、 「subject」に4回、 「coverage」に3回マッピ
ングされている。これは被験者Al、A2、A4がsubjectに、A3とA5がcoverageに、A6がsubiect
とcoverageの両方にマッピングした結果を示している（表2参照)。

4．考察
マッピングで最初に問題となるのは、 「何についての情報をメタデータとして記述するか」で
ある。論文目録データの場合、 (1)論文目録データを収録した冊子体の国文学年鑑、 (2)レコード
そのもの、 (3)論文の書誌の3つの情報がメタデータの対象となりうる。表1において、 「冊子年」
は国文学年鑑に関連する情報である。 「入力者」から「|日連番」および「作品年度」はレコード
そのものに関連する情報である。それ以外が論文の内容と書誌に関する情報である。
ここで時間情報を取り上げて、この問題を考える。時間情報に関連するDCメタデータのエレ
メントはDateエレメントとCoverageエレメントのTemporal Qualifierである。Dateにはリソー
スが作成あるいは有効になった時間が記述される｡ここでリソースを何にするかが問題となるが、
一般には電子化されたリソースのようであり、この場合はレコードの作成された時間となる。一
方Coverageにはコンテンツに関する時間(TemporalQualifier)や場所(SpatialQualifier)に関す
る情報を記述できる。そこで「和暦年」など論文の内容に関わる時間情報をTemporal Qualifier
に、 「入力日」などのレコードに関する時間情報をDateにマッピングすれば、両者の情報を区別
できる｡被験者A2とA6は、このような考え方に基づいたマッピングを行ったと考えられる（｢入
力日」などを「Date」へ、 「和暦年」～「西暦年」を「Coverage」はマッピングしている)。しか
し国文学年鑑に関連する時間情報を区別することはできない｡もしQualifierが使えない場合､Date
エレメントのみが利用可能となる(Cov"ageにはコンテンツに関する時間や場所に関する情報
を記述できるものの、Qualifierを使わないと情報の種類を区別できないので、Coverageエレメン
トを使うのは好ましくない)。被験者A3とA6はこの問題を意識していたと考えられる。ところ
で論文目録データには場所に関する情報がない、つまりQualifierで時間と場所を区別する必要
がないので、論文の内容に関する「和暦年」から「西暦年」までの時間情報を「Coverage」にマ
ッピングすることができる。また検索を主目的とすれば、「入力日」から「更新3」までを「Date」
にマッピングする必要性は低い。その代わりに該当する情報が登録されている国文学年鑑に関す
る「冊子年」を「Date」にマッピングしたほうが、利用者にとっては有益であろう。
以下マッピングの結果に差の見られたレコード・フィールドについて眺めてみる。「時代分類」
は論文が対象としている時代であり、 「S山ect」と「Coverage[Temporal]」に判断が分かれてい
る。論文目録データの場合、 「時代分類」は統制されているので「Subject」とした方が適切と考
えられる。

「分野1」から「分野6」は「S呵ect」と「Type」に判断が分かれている。DCメタデータのType
エレメントはコンテンツのジャンルに関連した情報を記述する。 「分野1」は国語・和歌・漢文
学など所謂ジャンル別の分類であり「Type」とするのが適切であるように思われる。一方「分
野3」は論文が対象としている作家名などであり、ジャンルよりも主題に近いと考えられる。こ
れらについては再検討する必要がある。
「刊号」から「終了頁」についても「Source」と「Identifer」に判断が分かれている。DCメ
タデータの「ldentifier」エレメントはリソースを一意に同定するための情報で、 ISBN¥URLな
どが該当する。ここでもリソースが何かにより状況が変わる。もしリソースをレコードそのもの
とするならば「連番」や「旧連番」が「Identifier」にマッピングされるべきで、その場合「刊号」
から「終了頁」は「Source」にマッピングするのが適切であると考えられる。一方リソースをレ
コードの内容とすると、 「刊号」から「終了頁」を「Identifer」にマッピングしてもおかしくな
い。しかし全ての被験者が「連番」を「Identifier」にマッピングしているので（表3)、リソース
を区別する意味でも、 「刊号」から「終了頁」は「Source」へマッピングするのは適切であると
考えられる。

「翻複1」と「翻複2」についても「S呵ect」と「Relation」に判断が分かれている。 「翻複」
は復刻・複製に関する情報であり、 「Relation」へのマッピングの方が適切であると考えられる。
ところで論文目録データには主題(subject)が無い（レコード．フィールド「主題」は主たる
題名である)。一方で、 「時代分類｣、 「分野1｣、 「分野2｣、 「分野3｣、 「分野3よみ｣、 「分野4｣、
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表4にマッピング実験の結果を示す｡表中の行方向は論文目録データのレコード・フィールドを、
列方向は各被験者(M1とM2)を表している。各セルの内容はMARC21のフィールド名であり、
被験者が論文目録データのレコード・フィールドをMARC21のフィールド名にマッピングした
結果である。表2と比べると(1)論文目録データのレコード・フィールドからMARC21へフィー
ルドのマッピングはほぼ1対1である、 (2)マッピング結果の被験者によるバラツキが少ない、
という結果が読み取れる。表4のマッピングにCrosswalkを適用して作成された、論文目録デー
タとDCメタデータの間接マッピングは図2のようになる。
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図2.MARC21を経由した論文目録データからDCメタデータヘの間接マッピング

図lと2を比較すると、間接マッピングではレコードの内容に関する情報のみがマッピングさ
れ、レコードそのものや国文学年鑑などの情報はDCメタデータに反映されていない。また内容
に関しても「分野」関係の情報は「Type」ではなく「Suhiect」へマッピングされている。「Source」
へのマッピングが無くなっているが、これは「刊号」などが「Relation」へマッピングされた結
果である。一方「Relation」へマッピングされるはずの「翻複」などは「Description」ヘマツピン
グされている。

5．まとめ

直接マッピングでは、被験者のリソースのとらえ方によりマッピングの結果に大きなブレが生
ずる可能性のあること示された。間接的マッピングの場合、論文目録からMARC21へのマッピ
ングでは期待通りにブレが少なかったが､最終的な結果は直接マッピングとかなり異なっていた。
今後のより詳細な検討が必要である。
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DCElement DCMI NDL NII ULIS

Title

Anamegiventotheresource

Typically,Titlewillbeanamebywhichthe
resourceisfbnnallyknown.

情報資源に与えられた名前
･タイトル関連情報（サブタイトル）につい
ては限定子を用いず、区切り記号を使って本
タイトルに続ける。

･その他のタイトルには、並列タイトル等を
含む。
･シリーズタイトルは、 「その他のタイト

ル」ではなく、必要に応じて要素「関係」 も
しくは、管理情報で記述しても良い。

リソースに与えられた名前

記述の情報源： リソース全体とする。 リ
ソース上から適切なデータが得られない場
合，他の情報源等を参考に，データ作成者
が記述することができる。
記述の原則： リソースを表すタイトル等を
記録する。

当該情報資源に与えられた名前。一般に
は作者もしくは公開者によって与えられ
る ◎

Creator

Anentityprimarilyresponsiblefbrmaking
thecontentoftheresou1℃e、

ExamplesofCreatorincludeaperson,an

oIganization,oraseIvice.Typically,the
nameofaCreatorshouldbeusedtoindicate

theentity.

情報資源の知的内容の作成に主たる責任を持
つ実体

･いわゆる「著者」 （役割表示が「箸」 とな
るもの）に相当する。著者が存在しない場合
の編者はここに含む。
･著者が存在する場合の編者、翻訳者、監修
者等は、要素「寄与者」に記録する。

． 「箸」 、 「編」等の役割表示は付けない。
例［団体名］大蔵省

リソースの内容の作成に責任を持つ個人ま
たは団体

記述の情報源： リソース全体とする。 リ
ソース上から適切なデータが得られない場
合，他の情報源等を参考に，データ作成者
が記述することができる
記述の原則： リソース（ソフトウェアの紹
介ページをリソースとする場合に限っては
ソフトウェアそのもの）の作成に責任を持
っ個人または団体等を記録する。

情報資源の知的内容の創造に主たる責任
を持つ人あるいは組織。たとえば，著述
された文書の場合の著者

場合の画家や写真家，イ
，視覚的資料の
ラストレータ。

Subject

Atopicofthecontentoftheresource.

Typically,Subjectwillbeexpressedas

keywords,keyphIasesorclassification

codesthatdescribeatopicoftheresource.

Recommendedbestpmcticeistoselecta

valuefiomacontmlledvocabulalyor
bnnalclassincationscheme.

情報資源の内容のトピック

･NDC及びフリーキーワードを付与する。

・フリーキーワードは辞書管理を可能とす
る。

・行政情報に関しては、ダイレクトリ用の
キーワードを別途用意する。また、このキー
ワードについては限定子を用いる。

･キーワードを複数記録する場合は要素の繰

り返しではなく、区切り記号を使用する。

｡逐次刊行物（及びその構成レベル）にも
NDCを付与する。

･別途定める資料以外は、時間的・空間的主
題についても、要素「時間的・空間的範囲」
ではなく、ここに記録する。
例[NDC]016.11

リソースの内容の持つ主題
記述の情報源：データ作成者がリソースの
内容を判断し，記述する。
記述の原則： リソースの内容の持つ主題を
記録する。スキーム=NIIは必ず1つ以上

データを記録すること。

情報資源のトピック。典型的には，情報
資源の主題あるいは内容を説明するキー
ワードや句。統制語葉や正式な分類体系
に基づいて記述することが推奨される。
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DescrilDtion

Anaccountofthecontentoftheresource.

ExamplesofDescriptioninclude,butisnot
limitedto:anabstract,tableofcontents,

Icferencetoagraphicalrepresentationof
contentorafiPee-textaccountofthecontent.

情報資源の内容に関する説明記述
・目次、内容細目、抄録、要約等を含む。

リソースの内容に関する説明

記述の情報源：必要に応じて， リソース
上，あるいは，データ作成者の判断で記述
する ◎

記述の原則： リソースの内容に関する説明
（内容細目，内容を端的に示す解説，要約
等）を記録するものとし，形式は自由とす
る ｡

情報資源の内容に関する説明記述。文書
の場合の抄録，視覚的資料の場合の内容
記述など。

Publisher

Anentityl℃sponsiblefbrmakingthe
resourceavailable.

ExamplesofPublisherincludeaperson,an

organization,oraservice.Typically,the
nameofaPublishershouldbeusedto

indicatetheentity.

情報資源を利用可能にしたことに責任を持つ
実体
例［団体名］ ［編］電気学会

リソースを利用可能にしたことに責任を持
つ個人または団体

記述の情報源： リソース全体とする。 リ
ソース上から適切なデータが得られない場

合，他の情報源等を参考に，データ作成者
が記述することができる。
記述の原則： リソースを利用可能にしたこ
とに責任を持つ個人または団体等を記録す
る。ソフトウェアの紹介ページをリソース
とする場合に限ってはソフトウェアそのも
のの公開者を記録するが，不明の場合は，
ソフトウェアの紹介ページの公開者を記録
できる。

たとえば，出版社，大学の学科，企業体
など，情報資源を現在の形態で利用可能
にしたことに責任を持つ実体。

Contributor

Anentityresponsiblefbrmaking
contributionstothecontentofthel℃source、

ExamplesofContributorincludeaperson,

anorganization,orasewice.Typically,the
nameofaContributorshouldbeusedto

indicatetheentity.

情報資源の内容に知的に重要な寄与をした実
体
･編者、監修者、翻訳者、イラストレー
ター、データ作成者等を含む。
･寄与者の役割を示す限定子は、必要に応じ
て追加する。

リソースの内容への寄与に責任を持つ個人
または団体

記述の情報源： リソース全体とする。 リ
ソース上から適切なデータが得られない場
合，他の情報源等を参考に，データ作成者
が記述することができる。

記述の原則： リソース（ソフトウェアの紹
介ページをリソースとする場合に限っては
ソフトウェアそのもの）の内容に関与して

いながら, Creatorに記述した個人・団体
等以外で， リソースの内容への直接的な責
任性の薄い個人・団体等があれば， ここに
記述する。例えば，監修，編，協力等に類
する役割で表示される個人・団体のうち
内容への直接的な責任性の薄いものは，
Conmbutorとして記録するのが妥当であ

る C

，

Creatorエレメントには示されたものでは

ない人あるいは組織で， 当該情報資源を
作り出すに当たって知的に重要な寄与を

したもの。Creatorエレメントに示された

人あるいは組織に次いで大きな寄与をし
たもの。 （たとえば，編集者，翻訳者，
イラストレータ）
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Date

Adateofaneventinthelifecycleofthe
resoume．

Typically,Datewillbeassociatedwiththe

c1℃ationoravailabilityoftheresoul℃e、

Recommendedbestpracticefbrencoding

thedatevalueisdefinedinaprofileoflSO

8601[W3CDTF]andincludes(among

others)datesofthefbnnYYYY-MM-DD.

情報資源が作成された、あるいは有効になっ
た日付

作成日公開日更新日W3C-DTF

･情報資源が更新された場合の日付も含む。

･形式はW3C-DTF(YYYY-MM-DD)に基づく
･年月日が不明の場合は、年で推定する。
例［作成日] [W3C-DTF]2000-07-17

リソースの作成・更新に関する日付

記述の情報源： リソース全体とする(Last

Updateの表示等） 。
記述の原則： リソースの作成日， リソース
の更新日 （最終更新日）を記述する。但
し ， 日付が明示されていても，それが作成
日か更新日か不明な場合，修飾子なしで当

該日付を記録する。更新が頻繁(例えば毎
日)に行われる場合は記述を省略すること
ができる。

当該情報資源が作成された，あるいは有

効になった日付。この日付はCoverageエレ
メントに書かれる日付と混同してはなら

ない。Coverageエレメントに書かれるもの
は当該情報資源の知的内容に何らかの関
係を持つ日付である。YYYYおよび

YYYY-MM-DDの形式で書くISO8601

[W3Cテクニカルノート

http:"www.w3.org/TR/Note-datetimeの

(ISO8601に基づく） 日付と時刻]が定義
する形式に基づいて記述することが強く
推奨される。たとえば， この形式では
1994年11月5日は1994-11-05と表される。

Type

Thenamreorgenreofthecolltentofthe
resou腿e、

Typeincludestennsdescribinggenelal

categories,filnctions,genres,oraggregation
levelsfbrcontent.Recommendedbest

placticeistoselectavalueioma

contmlledvocabulaly(fbrexample,the

DCMITypeVocabulaly[DCTl]).To

describethephysicalordigital

manifestationoftheresource,usethe
FORMATelement.

情報資源の内容の性質、種類
･定型的に記述することとし、用語について
は辞書管理を可能とする。
･用語はDCMI推奨のほかに、当館独自に定

めるものも使用する。
例[DCMIタイプ用語] image
[NDLタイプ用語］白書・年次報告書

リソースの作成・更新に関する日付
記述の情報源：データ作成者がリソースの
内容から判断し，記述する。
記述の原則： リソース内容の性質及び種類
を，所定のスキームに従って記述する。必
須であるスキーム=NIIは， 「第2部収録

対象と採録の基準」で示される区分に準拠
している。

情報資源の種類。たとえば，ホームペー
ジ，小説，詩， ワーキングペーパー，
クニカルレポート ，

テ

エッセー，辞書・事
典など。相互利用性を保つために，一連
のワークショップで現在作成を進めてい
る用語のリストの中から選ぶようにしな

ければならない。

Format

1nepnys1calorqlgllalmaniresta[lonorme

鮨SOurCe．

Typically,Fomatmayincludethemedia-

typeordimensionsofthelesource・Fonnat

maybeusedtoidentibthesoftware,

hardware,orotherequipmentneededto

displayoropelatetheresou1℃e.Examplesof
dimensionsincludesizeandduration.

Recommendedbestplacticeistoselecta

valuefromacontmlledvocabulaly(fbr
■ ■■ ae a 穴で ■ ｡ ■” qe －

物理的もしくはディジタル形式での表現形式
･ファイルの拡張子に相当するもの、および
システム要件（ハードウエア、ソフトウエ
ア､OS等の種類・ヴァージョン）を記録す
る ◎

･ファイルの拡張子に相当するものの用語

は、 IMTに基づく。 ・IMTの用語については

辞書管理を可能とする。
例[IMT] text/html

リソースの物理形式またはディジタル化形
式

記述の情報源：システムがリソース上から
自動的にデータを取得する。
記述の原則：システムが自動的にデータを
記述する

情報資源のデータフォーマット。情報資
源を表示したり動作させたりするのに必
要なソフトウェアや場合によってはハー
ドウェアを識別するために利用できる情
報を記述する。相互利用性を保つため
に ， 一連のワークショップで現在作成を
進めている用語のリストの中から選ぶこ
とが強く推奨される。
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ldentiner

Anunambiguousreferencetotheresource
withina glven COnteXt.

Recommendedbestplacticeistoidentify

theresoul℃ebymeansofastrillgornumber

confbnningtoafbnnalidentification

system.Fonnalidentificationsystems
includebutarenotlimitedtotheUnifbnn

Resourceldentifier(URI)(includingthc

UnimnnResoul℃eLocator(URL)),the

DigitalOhjectldentifier(DOI)andthe
IntemationalStandardBookNumber

(ISBN).

情報資源を一意に識別するための文字列もし
くは番号

･URIは、 SourceURI (収集先のURI) とは別

に、 PIBservationURI (当館サーバに保存され
た場所） も記録する。

例[URI]http:"www.ndl.gojp

リソースを一意に識別する文字列または番
号

記述の情報源： リソース全体。 リソース上
から適切なデータが得られない場合，他の
情報源等を参考に，データ作成者が記述す
ることができる。

記述の原則： リソースを一意に織別する文
字列または番号を記録する。通常， 自動付

与により， リソースのURLが記述される。

当該情報資源を一意に識別するための文

字列もしくは番号。URLや(実現された際

には)URNはネットワーク上の情報資源に
関する識別子の例である。国際標準図書

番号(ISBN)や他の標準化された名前のよ
うに全世界的に一意に定まる識別子もこ
のエレメントの値として適切なものであ
る 。

Source

AReferencetoaresourcefromwhichthe

presentresourceisderived.

ThepresentresourcemaybederivedfiPom
theSource1℃sourceinwholeorillpart.

Recommendedbestpracticeistoidentiiy

the1℃ferencedresourcebymeansofastring

ornumberconfbImingtoafbnnal

identificationsystem.

当該情報資源を作り出す元になった別の情報
資源に関する情報
･メディア変換した変換元のデータの情報。
．紙と電子媒体の両方で刊行されるもの、あ
るいは紙媒体で刊行が終了したものについて
の紙媒体についての情報。

例文学界12号明治26年12月30日

当該リソースの元となる別の情報資源に関
する情報

記述の情報源： リソース全体。 リソース上
から適切なデータが得られない場合，他の
情報資源を参考に，データ作成者が記述す
ることができる。

記述の原則：当該情報資源を見つけ出すた
めに有用である別の情報資源に関する日

付，作者，形式，識別子あるいは他のメタ
データを記述する。特に，電子化された資
料については，その元となった印刷資料等
に関する情報を記述する。Relationエレメ

ン卜を用いて表すことが可能な場合は，
Relationエレメントを使用する。

当該情報資源を作り出す元になった別の
情報資源に関する情報。一般に，エレメ
ントには当該情報資源に関する情報のみ
を記述することが推奨されているが，本
エレメントには当該情報資源を見つけ出
すために有用である別の情報資源に関す
る日付，作者，形式，識別子あるいは他
のメタデータを書くことができる。実際
の経験からは本エレメントの代わりに別

の情報資源との関係をRelationエレメント

を用いて表すことが推奨される。たとえ

If, 1996年に映画化されたシェークスピ

ア劇に関する記述の中で1603年という値

をSourceエレメントに書くことができる

が ， この場合当該情報資源のRelationエレ

メントの中では.GIsBaSedOn''関係を用いて

1603年という記述を含む情報資源を参照

する方が望ましい。当該情報資源が元の
形式である場合には情報源エレメントは
適用できない。

Language

Alanguageoftheintellectualcontentofthe
reSOurCe．

RecommendedbestpracticeistouseRFC

3066[RFC3066]which,inconjunction
withlSO639[ISO639]),definestwo-and

thI℃e-letterprimalylanguagetagswith

optionalsubtags.Examplesinclude''en''or
11

eng''fbrEnglish, ''akk''fbrAkkadian'',and
''en-GBI'hrEnglishusedintheUnited

KingdOm.

情報資源の知的内容の言語
･ ISO639-2による言語コードを使用する。

例[ISO639-2]jpn

壷
叩

一
三
口

記述の情報源： リソース全体
記述の原則： リソースで用いられている言
語を記述する。複数の言語が用いられたり
ソースであれば，用いられている種類の言
語を繰返して記述する。言語が不明の場合
や言語が用いられていないリソースは，

undと記録する。

情報資源の知的内容を記述するために用
いられている言語。実際的に利用するに
は
印

9

，

このエレメントの記述は，たとえば

de, es, ja, thやzhといったRFC1766
[言語識別のためのタグ，

http:"ds.intemic.net/rfb/rfbl766.txt]に適合
している要求される。
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Relation

Arefel℃ncetoarelatedreSource.

Recommendedbestplacticeistoidentify

thereferencedresourcebymeansofastring
ornumberconfbnningtoafbnnal

identificationsystem.

関連する情報資源への参照

･階層関係、異版、変遷等、関係する資料へ
のリンク情報を示す。
･一次情報への直接的なリンクはここにいれ
る ◎

例［部分IsPartOf]

http:"www・miti・gojp/reportj/g-menuj.html

当該リソースに関連する他のリソースへの
参照

記述の情報源： リソース全体。 リソース上
から適切なデータが得られない場合，他の
情報源等を参考に，データ作成者が記述す
ることができる。

記述の原則：当該リソースに関連する他の
リソースのURLをDCMIに従って記述す
る ｡

別の情報資源の識別子および当該情報資
源とその情報資源との間の関係。このエ
レメントには関連する情報資源間のリン
クや指示すべき情報資源記述を書くこと
ができる。たとえば，作品の版

(IsVeIsionOO,作品の翻訳(IsBasedOn),本
の章(IsPart00,データセットからイメー
ジへの機械的変換(IsFonnatOOがある。相
互利用性を得るために情報資源間の関係
を表す値については，一連のワーク
ショップにおいて現在定義が進められて
いる値のリストから選択して与えること
が推奨される

Coverage

Theextentorscopeofthecontentofthe
鱈SOu唾e、

Typically,Covemgewillincludespatial

location(aplacenameorgeoglaphic

coordinates),tempolalperiod(aperiod

label,date,ordatelange)orjurisdiction

(suchasanamedadministrativeentity).
Recommendedbestplacticeistoselecta

valuefromacontrolledvocabulaly(fbr

example,theThesaumsofGeogmphic
Names[TGN])andtouse,whe1℃

appmpriate,namedplacesortimeperiodsin
prefbrencetonumericidentifierssuchas

setsofcoordinatesordatemngeS.

情報資源の知的内容に関する空間的（地理
的） 、時間的特性
･当面使用しない。

･別途特に定める資料についてのみ記録す
る 。

･記録する場合は、簡便なタームを使用し、
辞書管理を可能とする。

リソースの知的内容に関する空間的（地理
的）あるいは時間的範囲
記述の情報源： リソース全体。 リソース上
から適切なデータが得られない場合，他の
情報資源を参考に,データ作成者が記述す
ることができる。
記述の原則：当該情報資源の知的内容に関

する空間的(地理的)あるいは時間的範囲を
記述する。空間的範囲は物理的な範囲を表
す。所定のスキームあるいは入力支援機能
により提供される地名によって記述するこ
とが望ましい。時間的範囲は当該情報資源
が表している内容に関する時間的情報を記
述する。所定のスキームある
いは入力支援機能により提供される時代区
分によって記述することが望ましい。ここ
には，情報資源の作成や公開に関する日付
を記述しないこと。これらは,Dateエレメ
ントで記述すべきものである。

当該情報資源の知的内容に関する空間的

(地理的)あるいは時間的特性。空間的範囲

は物理的な範囲(たとえば天球の一部)を表

す。この場合，座標(たとえば,経度と緯
度)，統制語リストの中から選ばれたある
いは完全な名前で表された地名を用い
る。時間的範囲は当該情報資源が表して
いる内容に関する時間的情報を表すもの
であり，情報資源の作成や公開に関する

日付ではない。 （後者はDateエレメントで

記述すべきものである。 ）この場合，次の
形式で表すこと。Dateエレメントと同じ

日付と時間(期間である場合が多い)に関す
る形式[(ISO8601に基づく）日付と時間の
形式,W3Cテクニカルノート ，

http:"www.w3.og/TR/NOTE-datetime] , 統

制語リストから選んだ時間区間記述，あ
るいは時間区間の完全な記述。

Right

Infbnnationaboutrightsheldinandover
theresource．

Typically,Rightswillcontainarights
managementstatementfbrthel℃sou1℃e,or

refbrenceaserviceprovidingsuch

inmnnation・Rightsinfbrmationonen

encompassesIntellectualPropertyRights

(IPR),Copyright,andvariousPmperty
Rights.IftheRightselementisabsent,no

assumptionsmaybemadeaboutanyrights
heldinorovertheresource.

権利関係に関する情報、あるいはその情報へ
のリンク

･情報資源に示されている著作権表示等、あ
るいは著作権等の情報へのリンクを含む。

例Copyright文部省

リソースに関する権利に関する情報
記述の情報源： リソース全体。 リソース上
から適切なデータが得られない場合，他の
情報資源を参考に,データ作成者が記述す
ることができる。

記述の原則：当該情報資源の権利管理に関
する情報一コピーライト情報，利用者の範
囲，利用制限等一を記述する。

権利管理に関する声明文，権利管理に関
する声明文へのリンクを表す識別子， あ
るいは当該情報資源の権利管理に関する
情報を提供するサービスへのリンクを表
す識別子。


